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(57)【要約】
　カソードシート及びアノードシートが、該カソードシ
ートと該アノードシートとの間にセパレータが挿入され
た状態で丸く巻き上げられているか、または巻き上げた
後で一方向に圧縮されている構造に構築された巻き上げ
型電極アセンブリー(「ゼリー-ロール」)であって、該
ゼリー-ロールが、該ゼリー-ロールの巻き上げた外側末
端に形成された活性材料が塗布されていない部分と、該
ゼリー-ロールの巻き上げた外側末端に取り付けた、該
活性材料が塗布されていない部分を包含する該ゼリー-
ロールの巻き上げた外側を覆うための導電性テープと、
及び該活性材料が塗布されていない部分の内側に取り付
けた、活性材料層の高さの50～200％に等しい厚さを有
する弾性部材とを包含する、電極アセンブリーを開示す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　巻き上げ型電極アセンブリー(「ゼリー-ロール」)であって、
　カソードシートとアノードシートとの間にセパレータが挿入され、前記カソードシート
及び前記アノードシートが丸く巻き上げられているか、又は前記アセンブリーが巻き上げ
た後に一方向に圧縮されてなる構造に構築されてなり、
　前記ゼリー-ロールが、前記ゼリー-ロールの巻き上げた外側末端に形成された活性材料
が塗布されていない部分と；前記ゼリー-ロールの巻き上げた外側末端に取り付けられ、
前記活性材料が塗布されていない部分を包含する前記ゼリー-ロールの巻き上げた外側を
覆う導電性テープと；及び前記活性材料が塗布されていない部分の内側に取り付けられ、
活性材料層の高さの50～200％に等しい厚さを有する弾性部材とを包含してなる、巻き上
げ型電極アセンブリー。
【請求項２】
　前記弾性部材が、前記活性材料が塗布されていない部分の内側に連結されてなり、
　前記弾性部材の厚さが、前記活性材料層の高さの90～130％に等しいものである、請求
項１に記載のゼリー-ロール。
【請求項３】
　前記弾性部材の片側の末端が、前記活性材料が塗布されていない部分に接着により連結
されてなる、請求項１に記載のゼリー-ロール。
【請求項４】
　前記弾性部材の片側の末端が、前記活性材料が塗布されていない部分に、アクリル接着
剤又はSBR接着剤により連結されてなる、請求項３に記載のゼリー-ロール。
【請求項５】
　前記弾性部材が、前記活性材料が塗布されていない部分の内側に取り付けられてなり、
　前記弾性部材の高さが、前記ゼリー-ロールの幅の70～100％に等しいものである、請求
項１に記載のゼリー-ロール。
【請求項６】
　前記弾性部材が、弾性材料から製造されてなる、請求項１に記載のゼリー-ロール。
【請求項７】
　前記弾性材料が、ゴムまたは多孔質材料である、請求項６に記載のゼリー-ロール。
【請求項８】
　前記多孔質材料が、スポンジ及びスチレンフォームからなる群から選択された絶縁性材
料である、請求項７に記載のゼリー-ロール。
【請求項９】
　前記ゼリー-ロールが、円形または長円形断面を有する、請求項１に記載のゼリー-ロー
ル。
【請求項１０】
　前記導電性テープが、薄い金属ホイルベースと、及び前記薄い金属ホイルベースに塗布
された、導電性金属粉末を含む接着剤層とを包含してなり、
　前記導電性テープが、前記ゼリー-ロールの巻き上げ末端に取り付けられてなる、請求
項１に記載のゼリー-ロール。
【請求項１１】
　前記導電性テープの対向末端が、前記ゼリー-ロールの外周長さの5～15％の範囲で、互
いに重なり合っている、請求項１に記載のゼリー-ロール。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載のゼリー-ロールがバッテリーケース中に取り付
けられた構造に構築されてなる、二次バッテリー。
【請求項１３】
　前記バッテリーケースが円筒形またはプリズム形金属容器である、請求項１２に記載の
二次バッテリー。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カソードシート及びアノードシートが、該カソードシートと該アノードシー
トとの間にセパレータが挿入され（挿入された状態で（際に）、）丸く巻き上げられてい
るか、または巻き上げた後で一方向に圧縮されている構造に構築された巻き上げ型電極ア
センブリー(「ゼリー-ロール」)であって、該ゼリー-ロールが、該ゼリー-ロールの巻き
上げ末端に形成された活性材料が塗布されていない部分と、該ゼリー-ロールの巻き上げ
末端に取り付けた、該活性材料が塗布されていない部分を包含する該ゼリー-ロールの巻
き上げた外側を覆うための導電性テープと、及び該活性材料が塗布されていない部分の内
側に取り付けた、予め決められた厚さを有する弾性部材とを包含する、電極アセンブリー
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　可動装置が益々多く開発され、そのような可動装置の需要が増加するにつれて、可動装
置用のエネルギー源として二次バッテリーの需要も急速に増加している。特に、高エネル
ギー密度及び高放電電圧を有するリチウム二次バッテリーに対して多くの研究が行われて
おり、このバッテリーが現在商業化され、広く使用されている。
【０００３】
　バッテリーケースの形状に応じて、二次バッテリーは、円筒形金属容器中にゼリー-ロ
ールを取り付けた円筒形バッテリー、プリズム形金属容器中にゼリー-ロールを取り付け
たプリズム形バッテリー、またはアルミニウムラミネートシートの小袋形ケース中にゼリ
ー-ロールを取り付けた小袋形バッテリーに分類することができる。
【０００４】
　また、バッテリーケース中に取り付けた電極アセンブリーは、カソード/セパレータ/ア
ノードの積重構造を有する充電及び放電可能な発電素子である。電極アセンブリーは、活
性材料を塗布した長シート型カソード及び長シート型アノードを、カソードとアノードと
の間にセパレータを配置した状態で巻き上げた構造に構築された折り曲げ型電極アセンブ
リー(ゼリー-ロール)または複数の、予め決められたサイズを有するカソード及びアノー
ドを、カソードとアノードとの間にセパレータをそれぞれ配置した状態で連続的に積み重
ねた構造に構築された積重型電極アセンブリーに分類することができる。ゼリー-ロール
は、製造が簡単であり、重量あたりのエネルギー密度が高いので、ゼリー-ロールが好ま
しい。
【０００５】
　従来の代表的な円筒形リチウム二次バッテリーの構造を図1に典型的に例示する。
【０００６】
　図1に関して、二次バッテリー10は、円筒形容器20、容器20の中に取り付け電極アセン
ブリー30、及び容器20の上部に連結されたキャップアセンブリー40を包含する。
【０００７】
　電極アセンブリー30は、カソード31及びアノード32を、カソード31とアノード32の間に
セパレータ33を挿入した状態でゼリー-ロール形状に巻き上げた構造に構築されている。
カソード31には、キャップアセンブリー40に接続されたカソードリード線34が取り付けら
れている。アノード32には、容器20の底部に接続されたアノードリード線(図には示して
いない)が取り付けられている。
【０００８】
　キャップアセンブリー40は、カソード端子を構成するトップキャップ41、バッテリーの
内側温度が増加した時にバッテリー抵抗が大きく増加することにより電流を遮断するため
の正温度係数(PTC)素子42、バッテリーの内側圧力が増加した時に電流または排出ガスを
遮断するための屈曲安全部材43、屈曲安全部材43の特定部分を除いて屈曲安全部材43をキ
ャッププレート45から電気的に隔離するための絶縁部材44、及びカソード31に取り付けら
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れているカソードリード線34に接続されたキャッププレート45を包含する。キャップアセ
ンブリー40は、トップキャップ41、PTC素子42、屈曲安全部材43、ガスケット44、及びキ
ャッププレート45を連続的に積み重ねた構造に構築される。
【０００９】
　一方、ゼリー-ロール型電極アセンブリーは、アノードを巻き上げて最も外側にある電
極層を構成し、アノードがほどけるのを阻止するための密封テープをアノードの外側に取
り付ける構造に構築される。この状態で、ゼリー-ロール型電極アセンブリーを金属容器
中に取り付ける。
【００１０】
　一般的に、ゼリー-ロール型電極アセンブリーを金属容器中に取り付けてバッテリーを
構成する場合、アノードリード線を電極アセンブリーのアノード集電装置に溶接し、アノ
ードリード線は、金属容器にも溶接する。しかし、この場合、幾つかの問題が生じる。第
一に、電極リード線をカソード集電装置とアノード集電装置の間に加え、これらが連続的
に一様な接触界面を形成する。その結果、アノード集電装置の、少なくとも電極リード線
が取り付けられている部分が屈曲する。アノード集電装置のこの部分は、バッテリーの連
続的な充電及び放電のためにゼリー-ロールが繰り返し膨脹及び収縮するにつれて、変形
することがある(J/R捻れ)。第二に、電極アセンブリーと金属容器の間に電極リード線の
ための空間が必要であり、その結果、同じ容量を有する他のバッテリーと比較して、バッ
テリーのサイズが増加する。
【００１１】
　上記の問題を解決するために、日本国特許出願公開第2001-196090号明細書は、ゼリー-
ロール型電極アセンブリーの密封テープとして導電性テープを使用し、金属容器との直接
接続を達成する技術を開示している。しかし、この技術には、バッテリーの連続的な充電
及び放電のためにゼリー-ロールが繰り返し膨脹及び収縮するにつれて、導電性テープと
容器が互いに接触する部分で、導電性テープが容器から分離し、それによって、短絡が生
じることがあるという、欠点がある。上記の問題を解決するために、ゼリー-ロール型電
極アセンブリーを、容器の内径にほとんど相当するサイズで構築することができる。しか
し、この場合、ゼリー-ロール型電極アセンブリーを金属容器の中に挿入する時に、外側
セパレータ及び電極が損傷を受ける可能性が大きい。
【００１２】
　従って、ゼリー-ロール型電極アセンブリーを包含する二次バッテリーを組み立てる際
にゼリー-ロールがほどけるのを阻止し、バッテリーの連続的な充電及び放電のためにゼ
リー-ロールが繰り返し膨脹及び収縮する時に、導電性テープと金属容器の間の安定した
接続を維持することができる技術が強く求められている。
【発明の開示】
【００１３】
　従って、本発明は、上記の問題及び他の未解決の技術的問題を解決するためになされた
ものである。
【００１４】
　上記の問題を解決するための、様々な広範囲で集中的な研究及び実験の結果、本発明者
らは、以下に説明するように、ほどけるのを阻止するための密封テープとして導電性テー
プを使用する構造で、活性材料が塗布されていない部分の内側に弾性部材を取り付けた場
合に、バッテリーを繰り返し充電及び放電することによるバッテリーの膨脹及び収縮にも
関わらず、金属容器との電気的接続が安定して維持されることを見出した。本発明は、こ
れらの知見に基づいて完成された。
【００１５】
　本発明の一態様により、上記の、及び他の目的は、カソードシート及びアノードシート
が、該カソードシートと該アノードシートとの間にセパレータが挿入された状態で丸く巻
き上げられているか、または巻き上げた後で一方向に圧縮されている構造に構築された巻
き上げ型電極アセンブリー(「ゼリー-ロール」)であって、該ゼリー-ロールが、該ゼリー
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-ロールの巻き上げた外側末端に形成された活性材料が塗布されていない部分と、該ゼリ
ー-ロールの巻き上げた外側末端に取り付けた、該活性材料が塗布されていない部分を包
含する該ゼリー-ロールの巻き上げた外側を覆うための導電性テープと、及び該活性材料
が塗布されていない部分の内側に取り付けた、活性材料層の高さの50～200％に等しい厚
さを有する弾性部材とを包含する、電極アセンブリーを提供することにより、達成される
。
【００１６】
　本発明のゼリー-ロールでは、活性材料が塗布されていない部分は、カソードシート及
びアノードシートを、カソードシートとアノードシートとの間にセパレータを挿入した状
態で巻き上げることにより構築されたゼリー-ロールの巻き上げた外側末端に活性材料が
塗布されていない部分である。具体的には、活性材料が塗布されていない部分は、巻き上
げたカソードシートまたは巻き上げたアノードシートの巻き上げた外側末端に活性材料が
塗布されていない部分である。導電性テープは、ゼリー-ロールの巻き上げた末端に形成
された活性材料が塗布されていない部分の外側を覆った状態で、ゼリー-ロールの対応す
る外側に取り付ける。
【００１７】
　すなわち、導電性テープは、導電性テープの一端が、一方の電極シートの活性材料が塗
布されていない部分に取り付けられ、導電性テープの他端が、ゼリー-ロールがほどける
のを阻止するために、ゼリー-ロールの外側に取り付けられるように、ゼリー-ロールの外
周部に沿って配置される。また、電極シートとバッテリーケースとの間の電気的接続は、
導電性テープにより達成される。
【００１８】
　導電性テープが、導電性テープの対向する末端が互いに重なり合う状態で電極シートの
外側に取り付けられる場合に、導電性テープにより与えられる密着力は、導電性テープが
、電極シートの外側に単純に取り付けられた場合に、導電性テープにより与えられる密着
力よりも大きいので、密着力の違いにより、優れたほどけ阻止特性が示される。
【００１９】
　さらに、予め決められた厚さを有する弾性部材が活性材料が塗布されていない部分の内
側に取り付けられるので、活性材料が塗布されていない部分は、弾性部材により、電極ア
センブリーの中央からバッテリーケース(例えば金属容器)に向けて圧迫され、それによっ
て、バッテリーセルの充電及び放電中のゼリー-ロールの体積変化により、導電性テープ
がバッテリーケースの内側から分離するのを阻止することができる。
【００２０】
　導電性テープが取り付けられる、最も外側にある電極シートは、カソードまたはアノー
ドでよい。一般的に、円筒形バッテリーは、アノードがゼリー-ロールの最外側部に配置
される構造に構築され、プリズム形バッテリーは、カソードがゼリー-ロールの最外側部
に配置される構造に構築される。最も外側にある電極の構造に応じて、導電性テープを取
り付ける電極シートの種類を変えることができる。
【００２１】
　弾性部材は、活性材料が塗布されていない部分の内側に取り付けられ、そのような構造
によるゼリー-ロールの厚さ増加を阻止するために、弾性部材は、活性材料層の高さの50
～200％、好ましくは90～130％に等しい厚さを有することができる。弾性部材の厚さが活
性材料層の高さの50％未満である場合、ゼリー-ロールが膨脹及び収縮する時に所望の弾
性力を確保するのが困難になる。反対に、弾性部材の厚さが活性材料層の高さの200％を
超えると、ゼリー-ロールの厚さが増加し、ゼリー-ロールをバッテリーケースの中に挿入
する時にゼリー-ロールが損傷を受けることがある。しかし、弾性部材が活性材料層より
厚くても、バッテリーの製造工程中、弾性部材の弾性力のために、弾性部材が活性材料層
の高さに圧縮された状態で、ゼリー-ロールをバッテリーケース中に挿入することができ
る。
【００２２】
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　弾性部材と活性材料が塗布されていない部分との間の連結は、弾性部材の片側の末端に
接着剤を塗布し、弾性部材の片側の末端を、活性材料が塗布されていない部分の対応する
末端に、接着させることにより、達成することができる。あるいは、接着剤を、活性材料
が塗布されていない部分の、活性材料が塗布されていない部分が弾性部材に連結している
区域に塗布してもよい。
【００２３】
　弾性部材の片側の末端に塗布する接着剤としては、バッテリーの作動に影響を及ぼさず
、ゼリー-ロールの巻き上げた状態を維持するのに十分な接着力を与える、様々な材料を
使用することができる。例えば、アクリル接着剤またはSBR接着剤を使用することができ
る。
【００２４】
　二次バッテリーの充電及び放電の際、電極アセンブリーは、繰り返し膨脹及び収縮する
。電極アセンブリーの変形度合いを考慮し、弾性部材の高さは、ゼリー-ロールの幅の70
～100％に等しい大きさを有するのが好ましい。この場合、弾性部材の形状には、特に制
限は無い。例えば弾性部材は、細長い長方形の形状に形成することができる。
【００２５】
　弾性部材の材料には、弾性部材が弾性力を発揮する限り、特に制限は無い。例えば、弾
性部材は、弾性が高く、吸湿性が無い材料、例えばゴム、から製造することができる。
【００２６】
　状況に応じて、弾性材料は、多孔質材料でよい。あるいは、弾性材料は、スポンジ及び
スチレンフォームからなる群から選択された少なくとも一種の絶縁性材料でよい。
【００２７】
　一般的に、多孔質材料は、連続気泡型材料または独立気泡型材料に分類することができ
る。スポンジは連続気泡型材料であり、スチレンフォームは独立気泡材料である。優れた
耐久性を示す独立気泡型多孔質材料を使用するのが好ましい。
【００２８】
　ゼリー-ロールは、集電装置として使用する金属ホイルに電極活性材料を塗布し、乾燥
させ、金属ホイルをプレス加工し、その金属ホイルを、予め決められた幅及び長さを有す
る帯形状に切断し、セパレータを使用してアノードとカソードを仕切り、アノード及びカ
ソードを、アノードとカソードとの間にセパレータを配置した状態で、らせん状に巻き上
げることにより、製造する。従って、ゼリー-ロールの断面は円形である。使用するケー
スに応じて、ゼリー-ロールの形状を変えることができる。ゼリー-ロールをプリズム形バ
ッテリーケースの中に挿入する場合、ゼリー-ロールの断面が長円形になるように、圧力
をゼリー-ロールに横方向で作用させる。従って、ゼリー-ロールの断面は、好ましくは円
形または長円形である。
【００２９】
　導電性テープを、電極シートの巻き上げた外側末端、すなわち活性材料が塗布されてい
ない部分、に取り付け、ゼリー-ロールの巻き上げを完了する。好ましくは、導電性テー
プは、薄い金属ホイルベース及びこの薄い金属ホイルベースに塗布した導電性接着剤層を
包含し、導電性接着剤層は、接着剤及び導電性金属粉末を包含する。例えば、金属ホイル
ベースは、導電性が高い銅から製造し、導電性金属粉末はニッケル、アルミニウム、また
は銅粉末でよい。
【００３０】
　二次バッテリーの製造は、ゼリー-ロールの巻き上げを、上記のように導電性テープを
使用して完了させた状態で、ゼリー-ロールを容器の中に挿入することにより、完了する
。二次バッテリーを充電する、及び放電させる時、電流が、電極シートの活性材料が塗布
されていない部分と接触している導電性金属粉末に流れる。電流は金属ホイルを経由して
容器に流れ、その結果、容器はアノードの特性を示す。
【００３１】
　状況に応じて、導電性テープの対向末端は、ゼリー-ロールの外周長さの5～15％だけ、
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互いに重なり合っているのが好ましい。この、導電性テープの連結した末端同士の重なり
長さが小さすぎる場合、バッテリーの繰り返し充電及び放電の際に、ゼリー-ロールの膨
脹及び収縮により引き起こされるゼリー-ロールの復元力に対する内部応力が増加するた
めに、導電性テープの対向末端が互いに容易に分離することがあり、その結果、ゼリー-
ロールがほどけることがある。反対に、導電性テープの連結した末端同士の重なり長さが
大きすぎる場合、ゼリー-ロールの厚さが、重なり部分に対応する程度に増加し、その結
果、バッテリーの総容量が低下する。
【００３２】
　本発明の別の態様により、上記のゼリー-ロールをバッテリーケース中に取り付けた構
造に構築された二次バッテリーを提供する。
【００３３】
　バッテリーケースは、例えばプリズム形または円筒形金属容器でよい。円筒形二次バッ
テリーは、カソードシート及びアノードシートを、該カソードシートと該アノードシート
との間にセパレータを挿入した状態で丸く巻き上げ、導電性テープを、導電性テープが外
側を覆うように取り付ける構造に構築されたゼリー-ロールを、円筒形容器の中に挿入し
、ゼリー-ロールを電解質で含浸させ、円筒形容器を密封することにより、製造すること
ができる。
【００３４】
　プリズム形二次バッテリーは、丸く巻き上げたゼリー-ロールを平らに圧縮し、次いで
プリズム形容器中に挿入する以外、上記の円筒形二次バッテリーと同じ様式で製造するこ
とができるので、その詳細な説明は行わない。
【００３５】
　本発明の上記の、及び他の目的、特徴及び利点は、添付の図面を参照しながら記載する
下記の詳細な説明により、より深く理解される。
【発明の様式】
【００３６】
　ここで、本発明の好ましい実施態様を、添付の図面を参照しながら詳細に説明する。し
かし、本発明の範囲は、例示する実施態様に限定されるものではない。
【００３７】
　図2は、本発明の好ましい実施態様による二次バッテリーに使用するゼリー-ロール型電
極アセンブリーの構造を例示する典型的な図である。
【００３８】
　図2に関して、ゼリー-ロール型電極アセンブリー100は、両側にカソード活性材料310を
塗布した、カソードプレート320を有するカソードシート、及び両側にアノード活性材料2
10を塗布した、アノードプレート220を有するアノードシートを、カソードシートとアノ
ードシートとの間にセパレータを挿入した状態で、矢印により示される方向に巻き上げる
ことにより、製造する。カソードプレート320の片側の末端に、活性材料が塗布されてい
ない部分140が形成されている。カソード端子510の上側末端は、活性材料が塗布されてい
ない部分140の外に突き出ており、カソード端子510の下側末端は活性材料が塗布されてい
ない部分140に溶接されている。
【００３９】
　他方、アノードプレート220の片側の末端には、活性材料が塗布されていない部分120が
形成されている。導電性テープ110が、活性材料が塗布されていない部分120の外側で活性
材料が塗布されていない部分120を覆っている。導電性テープ110は、活性材料が塗布され
ていない部分120の長さｂより、長さａだけ大きい長さを有する。導電性テープ110は、導
電性接着剤により活性材料が塗布されていない部分120に取り付けられている。従って、
導電性テープと容器との間の電気的接続は、カソードシートと異なり、追加のアノード端
子を活性材料が塗布されていない部分120に溶接せずに、達成される。
【００４０】
　活性材料が塗布されていない部分120の内側とセパレータ400との間には、弾性部材130
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が取り付けられ、導電性テープ110と容器との間をさらに堅く連結している。弾性部材130
は、ゼリー-ロールの幅Ｌと同じ高さを有する。弾性部材130は、電解質材料から製造され
ている。
【００４１】
　図3は、図2から完成したゼリー-ロール型電極アセンブリーを典型的に例示する断面図
である。
【００４２】
　図3に関して、ゼリー-ロール型電極アセンブリーの断面は円形である。弾性部材130は
、アノード活性材料層230の高さとほぼ等しいか、またはそれより大きい厚さを有する。
弾性部材130は、活性材料が塗布されていない部分120の内側に取り付けられている。導電
性テープ110は、活性材料が塗布されていない部分120を包含するゼリー-ロールの巻き上
げた外側を覆いながら、容器300の内側に取り付けられている。
【００４３】
　従って、導電性テープ110は、バッテリーを組み立てる際及び／またはバッテリーの充
電及び放電の際に、ゼリー-ロールの巻き上げ末端が、ほどけるのを阻止する。さらに、
導電性テープ110により、従来のアノード端子を活性材料が塗布されていない部分120の外
側に溶接し、アノード端子を容器の内側に連結する必要性が無くなる。
【００４４】
　また、弾性部材130を、活性材料が塗布されていない部分120の内側にアクリル接着剤に
より取り付け、導電性テープ110と容器300との間の電気的接続をさらに確実にする。
【００４５】
　図4は、部分的に、図3の線A-A'に沿って見た垂直断面図であり、図5は、ゼリー-ロール
型電極アセンブリーの外側に取り付けた導電性テープを例示する典型的な図である。
【００４６】
　これらの図に関して、導電性テープ110は、薄い金属ホイルベース111、及び薄い金属ホ
イルベース111に塗布した、導電性金属粉末を含む接着剤層112を包含する。導電性テープ
110は、ゼリー-ロール型電極アセンブリー100の巻き上げた末端に取り付けられ、ゼリー-
ロール型電極アセンブリーがほどけるのを阻止し、従って、ゼリー-ロール型電極アセン
ブリー100の巻き上げた状態を維持する。ゼリー-ロール型電極アセンブリーがほどけるの
を阻止するためにゼリー-ロール型電極アセンブリーに取り付ける導電性テープ110は、ゼ
リー-ロール型電極アセンブリー100の巻き上げた末端を少なくとも覆うのに十分に大きな
サイズを有する。すなわち、ゼリー-ロール型電極アセンブリー100の高さＨおよび幅Ｗよ
り小さいサイズを有する導電性テープ110を、ゼリー-ロール型電極アセンブリー100の巻
き上げた末端に取り付ける。
【００４７】
　本発明の好ましい実施態様を例示のために開示したが、当業者には明らかなように、請
求項に記載する本発明の範囲及び精神から離れることなく、様々な修正、追加、及び置き
換えが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　上記の説明から明らかなように、本発明により、導電性テープを、ゼリー-ロールに、
活性材料が塗布されていない部分の外側を完全覆いながら、取り付け、同時に、予め決め
られた厚さを有する弾性部材を、活性材料が塗布されていない部分の内側に取り付ける。
従って、電極端子を活性材料が塗布されていない部分に溶接する必要が無く、バッテリー
の連続的な充電及び放電によりゼリー-ロールが繰り返し膨脹及び収縮しても、導電性テ
ープとバッテリーケースとの間の安定した接続を維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】図1は、従来の円筒形バッテリーリチウム二次バッテリーの構造を例示する典型
的な図である。
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【図２】図2は、本発明の好ましい実施態様による二次バッテリーに使用するゼリー-ロー
ル型電極アセンブリーを例示する典型的な図である。
【図３】図3は、図2から完成したゼリー-ロール型電極アセンブリーの断面図である。
【図４】図4は、部分的に、図3の線A-A'に沿って見た垂直断面図である。
【図５】図5は、ゼリー-ロール型電極アセンブリーの外側に取り付けた導電性テープを例
示する典型的な図である。

【図１】 【図２】
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